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Ｒ2およびＲ’2は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルケニ
ルであり；Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアル
キルまたはＣ3～Ｃ8シクロアルケニルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、１つ以上のハロゲン、ＯＲ11、ＣＯＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20

ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ
、ＣＯＮＲ12Ｒ13、
【化２】

、フェニル、またはＳＲ10、ＯＲ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェニルで置換され
たＣ1～Ｃ20アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルケニルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、１つ以上のＯによって中断され、かつ／または１つ以上のハロゲン、
ＯＲ11、ＣＯＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール
－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、ＣＯＮＲ12Ｒ13、

【化３】

、フェニル、またはＳＲ10、ＯＲ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェニルで場合によ
り置換されたＣ2～Ｃ20アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルケニルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、非置換のフェニル、ナフチルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり
；または１つ以上のＣ1～Ｃ12アルキル、Ｃ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ2～Ｃ12アルキニル、
フェニル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、ＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、またはＯ、ＣＯもし
くはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで置換されたフェニ
ル、ナフチルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、Ｃ2～Ｃ20アルカノイル、または非置換であるか、または１つ以上の
Ｃ1～Ｃ6アルキル、フェニル、ＳＲ10、ＯＲ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたベンゾイ
ルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、１つ以上のＯで場合により中断され、かつ／または１つ以上のＯＨで
場合により置換されたＣ2～Ｃ12アルコキシカルボニルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、フ
ェニル、ＳＲ10、ＯＲ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェノキシカルボニルであり；
あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、ＮＲ12Ｒ13、または
【化４】

であり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、
【化５】
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の基または（ＣＯ）Ｒ’2が結合されたフェニルまたはナフチル環のＣ原子の１つと環を
形成し、形成された前記環は、非置換であるか、または、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、Ｃ2

～Ｃ5アルケニル、Ｃ1～Ｃ20アルコキシ、Ｃ1～Ｃ20アルキル、フェニル、ナフチル、ベ
ンジルオキシまたはフェノキシで置換されており；
Ｒ"2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し、または
【化６】

であり；
Ｒ"’2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し、または
【化７】

であり；
Ｒ1は、水素、（ＣＯ）Ｒ"2、Ｃ1～Ｃ20アルコキシカルボニル、フェニル－Ｃ1－Ｃ4アル
キル、１つ以上のハロゲンで場合により置換されたＣ1～Ｃ20アルキル、ＣＯＯＲ11また
はＣＯＮＲ12Ｒ13であり；あるいは
Ｒ1は、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルであり；またはＯ
、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ2～Ｃ12アルケニルであり、また
はＣ4～Ｃ8シクロアルケニルまたはＣ2～Ｃ12アルキニルであり；あるいは
Ｒ1は、ベンゾイル、ナフトイル、フェニルオキシカルボニルまたはナフチルオキシカル
ボニルであり；またはそれぞれが１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル
、ＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ハロゲン、フェニル、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13、Ｃ
Ｎ、ＮＯ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シク
ロアルキルで置換されたベンゾイル、ナフトイル、フェニルオキシカルボニルまたはナフ
チルオキシカルボニルであり；あるいは
Ｒ1は、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキル
であり、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロ
アルキルカルボニルであり、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断され
たＣ3～Ｃ10シクロアルキルオキシカルボニルであり；あるいは
Ｒ1は、非置換フェニルまたはナフチルであり、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルキル、ＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ハロゲン、フェニル、ＣＯＯＲ11、
ＣＯＮＲ12Ｒ13、ＣＮ、ＮＯ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断
されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで置換されたフェニルまたはナフチルであり；
Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6、Ｒ"7、Ｒ"’6およびＲ"’7は、互いに独立
して、水素、ハロゲン、
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【化８】

、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルで
あり、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ2～Ｃ12アルケニ
ルであり；またはＣ4～Ｃ8シクロアルケニル、Ｃ2～Ｃ12アルキニル、フェニル－Ｃ1～Ｃ

4アルキル、ＣＮ、ＮＯ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断された
Ｃ3～Ｃ10シクロアルキルであり；あるいは
Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6、Ｒ"7、Ｒ"’6およびＲ"’7は、非置換であ
るか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＳＲ10、ＯＲ11もしくは
ＮＲ12Ｒ13で置換されたフェニルであり；あるいは
Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6、Ｒ"7、Ｒ"’6およびＲ"’7は、（ＣＯ）Ｒ
’2、ＳＲ10、ＯＲ11、ＳＯＲ10、ＳＯ2Ｒ10またはＮＲ12Ｒ13であり、置換基（ＣＯ）Ｒ
’2、ＯＲ11、ＳＲ10およびＮＲ12Ｒ13は、場合により基Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13および
／またはＲ’2を介してフェニル環上のさらなる置換基またはフェニル環の炭素原子の１
つと５員または６員環を形成し；
；あるいは
式ＩＩのＲ"6およびＲ"7は、共に、それらが結合されたフェニルと共に二環式環を形成す
るＣ1～Ｃ6アルキレンまたはＣ2～Ｃ6アルケニレンであり、前記二環式環は、１つ以上の
Ｃ1～Ｃ20アルキル、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキ
ルで場合により置換されており、あるいは前記二環式環は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ＳＲ

10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ハロゲン、フェニル、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13、ＣＮ、Ｎ
Ｏ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアル
キルで場合により置換されており；ただし、

【化９】

の基がいずれかの環に結合されていることを条件とし；あるいは
式ＩＩＩのＲ"’6およびＲ"’7は、共に、それらが結合されたフェニルと共に二環式環を
形成するＣ2～Ｃ6アルキレンまたはＣ2～Ｃ6アルケニレンであり、前記二環式環は、１つ
以上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキ
ルで場合により置換されており、あるいは前記二環式環は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ＳＲ

10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ハロゲン、フェニル、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13、ＣＮ、Ｎ
Ｏ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアル
キルで場合により置換されており；
ただし、１つ以上の（ＣＯ）Ｒ"’2基がいずれかの環に結合されていることを条件とし；
Ｒ9は、水素、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ5アルケニル、Ｃ1～Ｃ20アルコキシ、非
置換のＣ1～Ｃ20アルキル、または１つ以上のハロゲン、フェニル、Ｃ1～Ｃ20アルキルフ
ェニルおよび／またはＣＮで置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ9は、いずれも非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、ＣＮ
、ＯＲ11、ＳＲ10および／またはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェニルまたはナフチルであり
；あるいは
Ｒ9は、いずれも非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ6アルキルおよび／またはハ
ロゲンで置換されたベンジルオキシまたはフェノキシであり；
Ｒ10は、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ3～Ｃ12アルケニル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によ
って場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルであり、あるいはＲ10は、フェニル
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－Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、またはＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、Ｃ3～Ｃ6アルケノキシ、Ｃ1～Ｃ2

0ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－
Ｓ、
【化１０】

、－ＯＣＨ2ＣＨ2（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）、－Ｏ（ＣＯ）－（Ｃ1～Ｃ4アルキル
）、－Ｏ（ＣＯ）－フェニル、－（ＣＯ）ＯＨもしくは－（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル
）で置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ10は、１つ以上のＯまたはＳによって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ10は、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＯ）－（Ｃ1～Ｃ8アルキル）
、Ｃ2～Ｃ8アルカノイル、ベンゾイル、Ｃ3～Ｃ12アルケニルまたはＣ3～Ｃ6アルケノイ
ル；あるいは
Ｒ10は、それぞれが非置換であるか、または１つ以上のハロゲン、Ｃ1～Ｃ12アルキル、
Ｃ1～Ｃ12アルコキシ、フェニル－Ｃ1～Ｃ3アルキルオキシ、フェノキシ、Ｃ1～Ｃ12アル
キルスルファニル、フェニルスルファニル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ12アルキル）2、ジフェニルア
ミノ、－（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ8アルキル）または（ＣＯ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ8アルキル）2で置
換されたフェニル、ナフチル、またはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；あるいは
Ｒ10は、ＳＲ10が直接結合、Ｃ1～Ｃ4アルキレン、Ｏ、Ｓ、ＮＲ14またはＣＯを介して結
合されたフェニル環と５員または６員環を形成するフェニル、ナフチルまたはＣ1～Ｃ20

ヘテロアリールであり、前記フェニルまたはナフチルは、非置換であるか、または１つ以
上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキル
で置換されており、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～
Ｃ10シクロアルキルで置換されており、またはハロゲン、Ｃ1～Ｃ20アルコキシ、Ｃ1～Ｃ

20アルキルカルボニルもしくはフェニルカルボニルで置換されており；
ｎは、１～１２の整数であり；
Ｒ11は、水素、１つ以上のハロゲンで場合により置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；
あるいはＲ11は、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＯ）－（Ｃ1～Ｃ8ア
ルキル）、Ｃ1～Ｃ8アルカノイル、Ｃ3～Ｃ12アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルケノイル、フェ
ニル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、または１つ以上のＯによって中断されたＣ2～Ｃ20アル
キルであり；またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シ
クロアルキルであり；あるいは
Ｒ11は、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、Ｃ3～Ｃ6アルケノキシ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ

20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、―ＯＣＨ2ＣＨ2ＣＮ、
―ＯＣＨ2ＣＨ2（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）、
【化１１】

、－Ｏ（ＣＯ）－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）、－Ｏ（ＣＯ）－フェニル、－（ＣＯ）ＯＨまた
は－（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）で置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ11は、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、ＯＨもしくは
Ｃ1～Ｃ4アルコキシで置換されたベンゾイルであり；あるいは
Ｒ11は、それぞれが非置換であるか、または１つ以上のハロゲン、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ12アル
キル、Ｃ3～Ｃ10シクロアルキルまたはＣ1～Ｃ12アルコキシで置換されたフェニル、ナフ
チルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｒ12およびＲ13は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ1

4によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルであり、またはＣ2～Ｃ4ヒドロキシアルキル、Ｃ
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1～Ｃ12アルコキシ、フェニル－Ｃ1～Ｃ4アルキル、（ＣＯ）Ｒ15、Ｃ2～Ｃ10アルコキシ
アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルケニル、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断
されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルであり；あるいは
Ｒ12およびＲ13は、それぞれが非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルコキシ
、（ＣＯ）Ｒ15、フェニル、ＮＲ16Ｒ17、ＳＲ10、ＯＲ11、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、Ｃ
ＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキル、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ1

4によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで置換されたフェニルまたはナ
フチルであり；あるいは
Ｒ12およびＲ13は、互いに独立して、ＮＲ12Ｒ13が結合されたフェニルまたはナフチル環
のＣ原子の１つに結合されたＣ2～Ｃ5アルキレンまたはＣ2～Ｃ5アルケニレンであり、前
記Ｃ2～Ｃ5アルキレンまたはＣ2～Ｃ5アルケニレンは、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって
場合により中断されており；あるいはＲ12およびＲ13は、互いに独立して、ＮＲ12Ｒ13が
位置するフェニル環に直接結合を介して結合されたフェニルであり；あるいは
Ｒ12およびＲ13は、それらが結合されたＮ原子と共に、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって
場合により中断された５員または６員の飽和または不飽和環を形成し、その環は、非置換
であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～Ｃ20アルコキシ、＝Ｏ、ＳＲ10、
ＯＲ11、ＮＲ16Ｒ17、（ＣＯ）Ｒ15、ＮＯ2、ＣＮ、フェニル、またはＯ、ＣＯもしくは
ＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで置換されており；ある
いは
Ｒ12およびＲ13は、それらが結合されたＮ原子と共に、複素環式芳香族環系を形成し、そ
の複素環式芳香族環系は、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～
Ｃ20アルコキシ、＝Ｏ、ＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ16Ｒ17、（ＣＯ）Ｒ15、ＮＯ2、ＣＮ、フ
ェニル、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロ
アルキルで置換されており；
Ｒ14は、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、フェニルまたは（ＣＯ）
Ｒ15であり；
Ｒ15は、水素、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮ
Ｒ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルであり、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によ
って場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキル、またはフェニル－Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル、ＳＲ10、ＯＲ11またはＮＲ12Ｒ13であり；あるいは
Ｒ15は、いずれも非置換であるか、または１つ以上のＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、
【化１２】

、ＣＮ、ＮＯ2、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｏ、ＣＯもしく
はＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキル、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によっ
て場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで置換されたフェニル、ナフチルまた
はＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｒ16およびＲ17は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ3～Ｃ10シクロアルキ
ルまたはフェニルであり；あるいは
Ｒ16およびＲ17は、それらが結合されたＮ原子と共に、Ｏ、ＳもしくはＮＲ14によって場
合により中断された５員または６員の飽和または不飽和環を形成し；あるいは
Ｒ16およびＲ17は、互いに独立して、ＮＲ16Ｒ17が結合されたフェニルまたはナフチル環
のＣ原子の１つに結合されたＣ2～Ｃ5アルキレンまたはＣ2～Ｃ5アルケニレンであり、前
記Ｃ2～Ｃ5アルキレンまたはＣ2～Ｃ5アルケニレンは、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ15によって
場合により中断されており；そのＣ2～Ｃ5アルキレンまたはＣ2～Ｃ5アルケニレンにベン
ゼン環が場合により縮合されており；
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、互いに独立して、水素、ハロゲン、
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【化１３】

、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって中断されたＣ2～Ｃ20アルキルで
あり、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ2～Ｃ12アルケニ
ルであり、またはＣ4～Ｃ8シクロアルケニル、Ｃ2～Ｃ12アルキニル、フェニル－Ｃ1～Ｃ

4アルキル、ＣＮ、ＮＯ2、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断された
Ｃ3～Ｃ10シクロアルキルであり；あるいは
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、非置換であるか、または１つ以上の
Ｃ1～Ｃ20アルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＳＲ10、ＯＲ11またはＮＲ12Ｒ13で置換されたフ
ェニルであり；あるいは
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、（ＣＯ）Ｒ’2、ＳＲ10、ＯＲ11、
ＳＯＲ10、ＳＯ2Ｒ10またはＮＲ12Ｒ13であり、置換基（ＣＯ）Ｒ’2、ＯＲ11、ＳＲ10お
よびＮＲ12Ｒ13は、基Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12Ｒ13および／またはＲ’2を介して、フェニル環
上のさらなる置換基、またはフェニル環の炭素原子の１つと５員または６員環を場合によ
り形成し；
Ｒ"18およびＲ"19は、互いに独立して、Ｒ"6およびＲ"7について示されている意味の１つ
を有し；
Ｒ"’18およびＲ"’19は、互いに独立して、Ｒ"’6およびＲ"’7について示されている意
味の１つを有し；
Ｒ21は、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13または（ＣＯ）Ｒ9であり；あるいはＲ21は、Ｒ15

について示されている意味の１つを有し；
Ｒ22は、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13または（ＣＯ）Ｒ9であり；あるいはＲ22は、Ｒ12

およびＲ13について示されている意味の１つを有し；
Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＳＯまたはＳＯ2であり；
Ｘ2は、直接結合、Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によって場合により中断されたＣ1～Ｃ20アル
キレンであり、その中断されていない、または中断されたＣ1～Ｃ20アルキレンは、非置
換であるか、または１つ以上のハロゲン、ＯＲ11、ＣＯＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20

ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ
、ＣＯＮＲ12Ｒ13、

【化１４】

、フェニル、またはハロゲン、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ＳＲ10、Ｏ
Ｒ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェニルで置換されており、；
ｍは、１または２の整数であり；
Ｒ23は、Ｒ9について示されている意味の１つを有し；
Ｒ24は、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル；Ｃ2～Ｃ20アルケニル；Ｏ、ＣＯもしくはＮＲ14によ
って場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルであり、あるいはＲ24は、Ｃ3～Ｃ10

シクロアルケニル；１つ以上のハロゲン、ＯＲ11、ＣＯＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20

ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ
、ＣＯＮＲ12Ｒ13、
【化１５】
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、またはフェニルで置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ24は、１つ以上のＯによって中断され、かつ／または１つ以上のハロゲン、ＯＲ11、Ｃ
ＯＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）
Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、ＣＯＮＲ12Ｒ13、
【化１６】

、またはフェニルで場合により置換されたＣ2～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ24は、いずれも１つ以上のＣ1～Ｃ12アルキル、フェニル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキル、ＣＮ、ＮＯ2、ＳＲ10、ＯＲ11、ＮＲ12Ｒ13、またはＯ、ＣＯもしくはＮＲ14に
よって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロアルキルで場合により置換されたフェニル
、ナフチルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；あるいは
Ｒ24は、Ｃ2～Ｃ20アルカノイル、または非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ6ア
ルキル、ハロゲン、フェニル、ＳＲ10、ＯＲ11もしくはＮＲ12Ｒ13で置換されたベンゾイ
ルであり；あるいは
Ｒ24は、１つ以上のＯで場合により中断され、かつ／または１つ以上のＯＨで場合により
置換されたＣ2～Ｃ12アルコキシカルボニルであり；あるいは
Ｒ24は、非置換であるか、１つ以上のＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ハロゲ
ン、フェニル、ＳＲ10、ＯＲ11またはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェノキシカルボニルであ
り；あるいは
Ｒ24は、ＮＲ12Ｒ13であり；あるいは
Ｒ24は、
【化１７】

の基が結合されたフェニルまたはナフチルのＣ原子の１つと環を形成し、形成された前記
環は、非置換であるか、または置換されており；あるいは
Ｒ24は、
【化１８】

であり；
ただし、
（ａ）
式ＩＩＩのＲ2、
式ＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6もしくはＲ"7の定義における、また
は
式ＩＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ"’6もしくはＲ"’7の定義における、また
は
基Ｒ2またはＲ’2を介する式ＩＩＩのＲ"’2または式ＩＩもしくはＩＩＩのＲ24について
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の
【化１９】

の基のＲ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19、Ｒ’20の定義における（ＣＯ）Ｒ’2基のＲ
’2；
式ＩＩ、または
基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩ、または基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩＩにおけ
るＲ"2、または
式ＩＩＩのＲ"’2

の少なくとも１つがＮＲ12Ｒ13、または
【化２０】

であり；あるいは
（ｂ）
式ＩＩＩのＲ2、または
式ＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6もしくはＲ"7の定義における、また
は
式ＩＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ"’6もしくはＲ"’7の定義における、また
は
基Ｒ2またはＲ’2を介する式ＩＩＩのＲ"’2または式ＩＩもしくはＩＩＩのＲ24について
の

【化２１】

の基のＲ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19、Ｒ’20の定義における（ＣＯ）Ｒ’2基のＲ
’2；
式ＩＩ、または
基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩ、または基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩＩにおけ
るＲ"2、または
式ＩＩＩのＲ"’2

の少なくとも１つが、対応する基
【化２２】

、（ＣＯ）Ｒ’2または（ＣＯ）Ｒ"’2が結合されたフェニルまたはナフチル環のＣ原子
の１つと環を形成し；あるいは
（ｃ）
式ＩＩＩのＲ2、
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式ＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6もしくはＲ"7の定義における、また
は
式ＩＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ"’6もしくはＲ"’7の定義における、また
は
基Ｒ2またはＲ’2を介する式ＩＩＩのＲ"’2または式ＩＩもしくはＩＩＩのＲ24について
の
【化２３】

の基のＲ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19、Ｒ’20の定義における（ＣＯ）Ｒ’2基のＲ
’2；
式ＩＩ、または
基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩ、または基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩＩにおけ
るＲ"2、または
式ＩＩＩのＲ"’2

の少なくとも１つが、Ｃ1～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ8シクロアルケニルであり；あるい
は
（ｄ）
式ＩＩＩのＲ2、または
式ＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6もしくはＲ"7の定義における、また
は
式ＩＩＩのＲ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ"’6もしくはＲ"’7の定義における、また
は
基Ｒ2またはＲ’2を介する式ＩＩＩのＲ"’2または式ＩＩもしくはＩＩＩのＲ24について
の

【化２４】

の基のＲ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19、Ｒ’20の定義における（ＣＯ）Ｒ’2基のＲ
’2；
式ＩＩ、または
基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩ、または基Ｒ12もしくはＲ13を介する式ＩＩＩにおけ
るＲ"2、および
式ＩＩＩのＲ"’2、または
式ＩＩまたはＩＩＩのいずれかにおける置換基としてＳＲ10、ＯＲ11またはＣＯＯＲ11基
に存在するＲ10またはＲ11

の少なくとも１つが、１つ以上のＣ1～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－
（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、または

【化２５】

で置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
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（ｅ）
式ＩＩＩのＲ"’2、または
式ＩＩまたはＩＩＩのいずれかにおける置換基としてＳＲ10、ＯＲ11またはＣＯＯＲ11基
に存在するＲ10またはＲ11

の少なくとも１つが、非置換または置換Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリールであることを条件とす
る］の化合物。
【請求項２】
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ20アルキル、またはＯによって場合により中断されたＣ3～Ｃ10シクロ
アルキルであり；
　Ｒ2およびＲ2’は、互いに独立して、１つ以上のＮＲ12Ｒ13、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリー
ル、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－（ＣＯ）Ｏ、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、ＣＯＮＲ12

Ｒ13、または
【化２６】

で置換されたＣ1～Ｃ20アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルケニルであり；
　Ｒ2およびＲ’2は、ＮＲ12Ｒ13、または
【化２７】

であり；、
Ｒ2およびＲ’2は、
【化２８】

の基または（ＣＯ）Ｒ’2が結合されたフェニルまたはナフチル環のＣ原子の１つと環を
形成し、形成された前記環は、非置換であるか、または、１つ以上のＣ3～Ｃ8シクロアル
キル、Ｃ2～Ｃ5アルケニル、Ｃ1～Ｃ20アルコキシまたはＣ1～Ｃ20アルキルで置換されて
おり；あるいは
　Ｒ2およびＲ’2は、非置換のフェニル、またはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；また
は１つ以上のＣ1～Ｃ12アルキル、ＳＲ10、ＯＲ11、またはＮＲ12Ｒ13で置換されたフェ
ニルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり、
　Ｒ"2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し、または
　Ｒ"’2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し、または
【化２９】

であり；
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Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6、Ｒ"7、Ｒ"’6およびＲ"’7は、互いに独立
して、水素、Ｃ1～Ｃ20アルキル、（ＣＯ）Ｒ’2、ＳＲ10、ＯＲ11、またはＮＲ12Ｒ13で
あり；
Ｒ9は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ10は、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキルで置換されたフェニル、
ナフチル、またはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｒ11は、Ｃ1～Ｃ20アルキル、またはＯによって場合により中断されたＣ3～Ｃ10アルキル
であり；
Ｒ12およびＲ13は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ20アルキル、（ＣＯ）Ｒ15、または非置換
であるか、もしくはＮＲ16Ｒ17で置換されたフェニルであり；あるいは
Ｒ12およびＲ13は、それらが結合されたＮ原子と共に、ＯもしくはＮによって場合により
中断された５員または６員の飽和または不飽和環を形成し；あるいは
Ｒ12およびＲ13は、それらが結合されたＮ原子と共に、複素環式芳香族環系を形成し、そ
の複素環式芳香族環系は、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキルもしく
はＯＲ11で置換されており；
Ｒ15は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ16およびＲ17は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ20

アルキル、非置換であるか、または１つ以上のＣ1～Ｃ20アルキルで置換されたフェニル
であり；
Ｒ"18およびＲ"19は、互いに独立して、Ｒ"6およびＲ"7について示されている意味の１つ
を有し；
Ｒ"’18およびＲ"’19は、互いに独立して、Ｒ"’6およびＲ"’7について示されている意
味の１つを有し；
ｍは、１であり；
Ｒ21は、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13または（ＣＯ）Ｒ9であり；
Ｒ22は、ＣＯＯＲ11、ＣＯＮＲ12Ｒ13または（ＣＯ）Ｒ9であり；
Ｒ23は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ24は、Ｃ1～Ｃ20アルキルである、請求項１に記載の式ＩＩまたはＩＩＩの化合物。
【請求項３】
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ2およびＲ’2は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ20アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルケニルであ
り；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、１つ以上のＣＯＯＲ11、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール－Ｓ、または
【化３０】

で置換されたＣ1～Ｃ20アルキルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、非置換のフェニルまたはＣ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；または１
つ以上のＣ1～Ｃ12アルキルもしくはＳＲ10で置換されたフェニルであり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、

【化３１】
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であり；あるいは
Ｒ2およびＲ’2は、
【化３２】

の基または（ＣＯ）Ｒ’2が結合されたフェニルまたはナフチル環のＣ原子の１つと環を
形成し、形成された前記環は、非置換であるか、または置換されており；
Ｒ"2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し；
Ｒ"’2は、Ｒ2およびＲ’2について示されている意味の１つを有し、または
【化３３】

であり；
Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、互いに独立して、水素であり；あるいは
Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、（ＣＯ）Ｒ’2またはＮＲ12Ｒ13であり、
Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ’6、Ｒ’7、Ｒ’8、Ｒ"6、Ｒ"7、Ｒ"’6およびＲ"’7は、互いに独立
して、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5について示されている意味の１つを有し；
Ｒ9は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ10は、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｒ11は、Ｃ1～Ｃ20アルキルであり；
Ｒ12およびＲ13は、それらが結合されたＮ原子と共に、複素環式芳香族環系を形成し；
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、水素であり；あるいは
Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ’18、Ｒ’19およびＲ’20は、非置換であるか、または１つ以上の
Ｃ1～Ｃ20アルキルで置換されたフェニルであり；
Ｒ21は、（ＣＯ）Ｒ9であり；
Ｒ22は、（ＣＯ）Ｒ9であり；
Ｘは、Ｏであり；
Ｘ2は、直接結合であり；
ｍは、整数１であり；
Ｒ23は、Ｒ9について示されている意味の１つを有し；
Ｒ24は、Ｃ1～Ｃ20アルキルである、請求項１に記載の式ＩＩまたはＩＩＩの化合物。
【請求項４】
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）光重合開始剤として、請求項１に定義されている式ＩＩまたはＩＩＩの少なくと
も１つの化合物、を含む光重合性組成物。
【請求項５】
　光重合開始剤（ｂ）に加えて、少なくとも１つのさらなる光重合開始剤（ｃ）および／
または他の添加剤（ｄ）を含む、請求項４に記載の光重合性組成物。
【請求項６】
　さらなる添加剤（ｄ）として、光増感剤を含む、請求項４および５のいずれか一項に記
載の光重合性組成物。
【請求項７】
　成分（ａ）は、飽和または不飽和多塩基酸無水物と、エポキシ樹脂と不飽和モノカルボ
ン酸の反応の生成物との反応によって得られた樹脂である、請求項４から６までのいずれ
か一項に記載の光重合性組成物。
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【請求項８】
　バインダポリマー（ｅ）をさらに含む、請求項４から７までのいずれか一項に記載の光
重合性組成物。
【請求項９】
　さらなる添加剤（ｄ）として、顔料または顔料の混合物を含む、請求項４から８までの
いずれか一項に記載の光重合性組成物。
【請求項１０】
　さらなる添加剤（ｄ）として、分散剤または分散剤の混合物を含む、請求項９に記載の
光重合性組成物。
【請求項１１】
　組成物に対して０．００５～２５質量％の光重合開始剤（ｂ）、または光重合開始剤（
ｂ）および（ｃ）を含む、請求項４から１０までのいずれか一項に記載の光重合性組成物
。
【請求項１２】
　エチレン性不飽和二重結合を含む化合物の光重合のための方法であって、請求項４～１
１のいずれか一項に記載の組成物に１５０～６００ｎｍの範囲の電磁放射線、または電子
ビームもしくはＸ線を照射することを含む方法。
【請求項１３】
　式ＩＩａまたはＩＩＩａ
【化３４】

［式中、
Ｒ2、Ｒ’2、Ｒ’’2、Ｒ’’’2、Ｒ6、Ｒ’6、Ｒ’’6、Ｒ’’’6、Ｒ7、Ｒ’7、Ｒ’
’7、Ｒ’’’7、Ｒ8およびＲ’8は、請求項１に定義されている通りである］のオキシム
化合物と、式ＶまたはＶＩ
【化３５】

［式中、
Ｈａｌはハロゲン原子を表し、Ｒ9は、請求項１に定義されている通りである］
のアシルハロゲン化物又は無水物とを、塩基または塩基の混合物の存在下で反応させるこ
とによって、請求項１に定義されている式ＩＩまたはＩＩＩの化合物を製造するための方
法。
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【請求項１４】
　着色および無着色塗料およびワニス、粉末塗料、印刷インク、印刷版、接着剤、感圧接
着剤、歯科用組成物、ゲルコート、電子部品用フォトレジスト、電気めっきレジスト、エ
ッチングレジスト、液体および乾燥膜、はんだレジスト、様々なディスプレイ用途のカラ
ーフィルタを製造するためのレジスト、プラズマディスプレイパネル、エレクトロルミネ
センスディスプレイおよびＬＣＤの製造方法における構造体を生成するためのレジスト、
ＬＣＤ用スペーサを製造するための、ホログラフィックデータ記憶（ＨＤＣ）のための、
電気および電子部品を封入するための組成物としての、磁気記録材料、微小機械部品、導
波路、光スイッチ、めっきマスク、エッチングマスク、色校正システム、ガラス繊維ケー
ブル塗料、スクリーン印刷ステンシルを製造するための、立体リソグラフィーによって三
次元物体を製造するための、画像記録材料としての、ホログラフィック記録、超小形回路
、脱色材料、画像記録材料のための脱色材料のための、マイクロカプセルを使用した画像
記録材料のための、ＵＶおよび可視レーザ直接画像化システムのためのフォトレジスト材
料として、印刷回路基板の逐次堆積層における誘電層を形成するために使用されるフォト
レジスト材料としての請求項４から１１までのいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項１５】
　着色および無着色塗料およびワニス、粉末塗料、印刷インク、印刷版、接着剤、感圧接
着剤、歯科用組成物、ゲルコート、電子部品用フォトレジスト、電気めっきレジスト、エ
ッチングレジスト、液体および乾燥膜、はんだレジスト、様々なディスプレイ用途のカラ
ーフィルタを製造するためのレジスト、プラズマディスプレイパネル、エレクトロルミネ
センスディスプレイおよびＬＣＤの製造方法における構造体を生成するためのレジスト、
ＬＣＤ用スペーサを製造するための、ホログラフィックデータ記憶（ＨＤＳ）のための、
電気および電子部品を封入するための組成物としての、磁気記録材料、微小機械部品、導
波路、光スイッチ、めっきマスク、エッチングマスク、色校正システム、ガラス繊維ケー
ブル塗料、スクリーン印刷ステンシルを製造するための、立体リソグラフィーによって三
次元物体を製造するための、画像記録材料としての、ホログラフィック記録、超小形回路
、脱色材料、画像記録材料のための脱色材料のための、マイクロカプセルを使用した画像
記録材料のための、ＵＶおよび可視レーザ直接画像化システムのためのフォトレジスト材
料として、印刷回路基板の逐次堆積層における誘電層を形成するために使用されるフォト
レジスト材料としての請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　少なくとも１つの面が請求項４に記載の組成物で塗装された塗装基板。
【請求項１７】
　レリーフ画像の写真生成のための方法であって、請求項１６に記載の塗装基板を画像様
露光し、次いで未露光部分を現像液で除去する方法。
【請求項１８】
　いずれも感光性樹脂および顔料を含む赤色、緑色および青色画像素子ならびにブラック
マトリックスを透明基板上に設け、基板の表面またはカラーフィルタ層の表面に透明電極
を設けることによって製造されたカラーフィルタであって、前記感光性樹脂は、多官能ア
クリレートモノマー、有機ポリマーバインダ、および請求項１に記載の式ＩＩまたはＩＩ
Ｉの光重合開始剤を含む、カラーフィルタ。
【請求項１９】
　式ＩＩａまたはＩＩＩａ
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【化３６】

［式中、
Ｒ2、Ｒ’2、Ｒ’’2、Ｒ’’’2、Ｒ6、Ｒ’6、Ｒ’’6、Ｒ’’’6、Ｒ7、Ｒ’7、Ｒ’
’7、Ｒ’’’7、Ｒ8およびＲ’8は、請求項１に定義されている通りである］の化合物。
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